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趣 旨

国際相互理解の増進、我が国経済の活性化の観点から、自然、歴

史、文化、産業などの観光資源を創造・再発見し、これを内外に発信す

ることによって、我が国が観光立国を推進していくことが一層重要となっ

てきている。

平成１５年４月に内閣総理大臣主宰の観光立国懇談会において、観

光立国に向けての基本的な考え方が「観光立国懇談会報告書」として取

りまとめられているが、その中でも、「今日の日本の観光インフラは、外国

人にとって決して親切に設計されているとはいい難い。日本の街は、外

国人が一人歩きしにくい状況にある」などの指摘がなされているように、

旅行者が安心して一人歩きできる環境づくりが、観光立国を推進してい

く上で重要な施策の一つとなっている。

このような状況を受け、国土交通省では、案内標識の現状と課題を整

理・分析して、道路、河川、公園、交通機関、観光施設等に設置されてい

る案内標識の表記方法や計画・設置等の基本的考え方を定めた「観光

活性化標識ガイドライン」の取りまとめに向けた作業を進めているところ

である。本検討会は、このガイドラインの内容をより一層充実させること

を目的として、有識者の意見を幅広くまとめるべく開催したものである。
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